
○生徒との面談、保護者との面談による、“夢や願い”の聞き取り・見取り

研究部だより
研究主題
生涯にわたる豊かな学びを目指した授業づくり
～児童生徒の夢や願いを基点とした

「わかはとシステム」の構築～No.２ 令和5年１０月発行

全校授業研究会 高等部

＜「わかはとシステム」による授業づくり＞
高等部Dスタディ（生活単元学習）雪グループで
は「わかはとシステム」に基づいた授業づくりを行
い、7月20日に全校授業研究会を開きました。“生
徒の夢や願い”を基点に、どのような資質・能力を
育めばよいのか、そのために、本単元で目指すね
らいをどう設定するのか、そして、「生涯学習力」の
高まりをどう見取るのか。今回の研究部だよりで
は、授業づくりの過程や全校授業研究会でいただ
いた御意見・御助言をお伝えします。

高等部 Ｄスタディ（生活単元学習） 雪グループ
楽しむぞ！挑戦するぞ！～調べて調理をしよう～

Assessment
・料理をしたい ・バスで出掛けたい
・料理の仕事をしたい ・・・etc

・思いを伝えられるように ・友達との関わり
・身辺自立（健康の保持） ・・・etc

【わかはとモデル
～「生涯学習力」を見取る視点～】

Plan

Check

Do

生徒が夢や願いを叶えるために
どのような力が必要？

教師が子どもに願う姿 わかはとモデルの視点

「楽しむぞ！挑戦するぞ！～ウィッシュリストを作ろう！～」
単元の学習計画を立てるために、みんなでやりたいことを
ウィッシュリストにする。

「楽しむぞ！挑戦するぞ！～みんなでプリン作りに挑戦！～」
30分以内でできるプリンの作り方を調べて、よりよい方法を選んで作ったり、改善点を考え
たりする。

経験したことがないことに対し
ての興味・関心をもちにくい。

つながり
ミーティング

「やってみたい」と思うことに挑戦し、
工夫や改善によって自分の思いが実現
する経験を積み重ねることが必要！

「楽しむぞ！挑戦するぞ！～グループでおかず作りに挑戦！～」
おかずの作り方を調べて、よりよい方法を選んで作ったり、専門家のアドバイスを参考にして
改善点を考えたりする。Plan

○「私の応援計画」の作成

裏へ続く

【学校】買物学習や調理を頑張りたい。作業で物作り
をしたい。
【家庭】買物や、お手伝い（洗濯物畳み、テーブル拭
き）を頑張りたい。
【高等部】陶芸班でコップを作りたい。
【将来】パン屋さんになりたい。

・大人の支援が少ない中でも、自分自身で活動できる
ようになってほしい。
・きまりやマナー、言葉遣いなどを含めた相手との好
ましい関わり方を身につけてほしい。
・様々な集団での関わりや、同年代の友達との交流が
増えてほしい。

将来の生活･現在の生活に関する願い

私の目標

【学校】ア　買物学習で計算を頑張る。　イ　友達や先生の話を最後まで聞く。
【家庭】ア　洗濯物を畳む。

本人の願い 保護者・家族の願い

印刷日

私　の　応　援　計　画

氏名
（自署）

2023/9/28

保護者名
（自署）

生年月日
学部
学年



Action

自信をもって調理をしたり計画を考えたりするためのしかけ

【ペアやグループでの活動】 【専門家からの指導】 【アドバイスを表で提示】

・お互いの様子が見えるため、
友達を参考にしながら活動
に取り組んだ。

・秋田大学准教授の堀江さお
り先生に調理のポイントを教
わった。

・アドバイスいただいたことを
基に、自分のレシピの改善
点を考えた。

研究会 協議から

研究協力者の先生から

協議題「生徒の姿から学びを見取る～わかはとモデルの分析と改善のために～」

枠に当ては
めて話すま
とめの発表

理由を
考えて
話す

導入時の画
像、動画へ
の注目

改善点

関連するわ
かはとモデ
ルの要素や
手立て

生徒の姿

分からないと
きにヒントを
探した

アドバイスを
受けて考えを
深める姿

堀江先生からの
アドバイスを受け
て自分の解決策
を考えている

経験したこと、
教わったこと
を生かす

相手に
伝える

自分の言
葉で考え
ている

考えていろ
いろ試して
いる

自分事とし
て捉えるた
めの仕掛け

友達と一緒に活
動する場面設定

同じグルー
プの友達に
作ってみる

【協議で話題になったこと、改善点】

・家族においしいと言われたい、家族に食べてもらいたいという気持ちの共有。家で取り組んだことを全体の場

で紹介する。 「家族に喜んでほしい」という目的意識があることで、学習に対する意欲が高まる。

・経験したことを思い出しながら、自分の課題に合う情報を集めていた。 アドバイス表を自分たちで操作し、

考えを深める方法もあったのでは。

・友達の発表を真剣に聞いている一方、「自分の課題」を書き終えたら再びタブレットを見ている生徒も…

自分事として捉えられるように、友達の意見も自分に生きるという気付きがあればいい。

＜秋田大学大学院教授 藤井慶博先生＞

・課題と聞くと、マイナスなイメージ、高い目標を設定
しがちだが、子どもの得意なところからスタートして
いてよかった。指導案にウェルビーイング、今ある力、
今もつ物を生かすことが反映されていた。
・計画→実行→課題解決の流れ。視覚的な表が準
備されており、めあてとリンクしていた。
・グループごとに話す座席配置だったが、今回の授業
で人とつながる機会は少なかった。本時は少なくて
もよかったと思う。どこの単元で人とつながる活動
を多くするか計画することが大切。
・家で頑張ることに対する問いが弱かったように感じ
る。子どもたちの答えも「家族に食べさせる」「家で
頑張る」など、家での取組の目標設定までは至らな
かった。

＜中央教育事務所 指導主事 髙橋基裕先生＞
・子どもたちの学びに向かう姿勢がとてもよかった。以前
担任していた生徒が、自分から発表した姿に驚いた。
・「どのような方法で課題を解決するか」という提示。子
どもたちにとって「課題」という言葉は難しかったかもし
れない。子どもに合わせた言葉で提示できるとよい。
・ペアでの学びから集団での学びへと展開するのがよく
ある流れ。今回は集団からペア、そして個へと展開して
おり、生涯学習の授業として提案できる新しい単元構
成だったのではないか。
・「私の応援計画」の面談では、子どもの発言を受容す
る姿勢を大切にしてほしい。子どもの夢を大事に。なり
たい自分になるために何を頑張ればいいか。面談の様
子をビデオ撮影し、学び会う機会をもつのもよい。
・今年度新しい取組として、わかはとモデルの視点を「私
の応援計画」に盛り込んでいる。わかはとモデルの視
点ありきにならないように、意味付けるのは面談が終
わった後がいいのではないか。

宿題の説明
を真剣に聞
いている

自分事と
して見て
いた

Next→全校授業研究会（中学部）についてお伝えします。

「おいしい
と言っても
らえた」

人のために
挑戦しよう
とする

教師を介したやりと
りを通して人とつな
がる素地を高める

「家族に食
べてもらい
たい」

表の中から自
分の課題に合
うものを見付
ける

情報を集める

試す

課題解決のステップアッ
プの必要性、気持ちが
どれくらいあるか

レタス、ミニトマト
→よく食べるもの
と理由を話した

家で頑張りた
いことを考え
ながら話す

Ｔの質問に対
し動画を見て
「平らにす
る」と答えた

課題解決の
方法を思い
出して答える

思考を整理して
言語化→伝え
るための素地

専門家
の活用

おいしい物を
作りたいとい
う姿勢、態度

自分が出来そ
うなこと、好き
なことを決める

出来ることを
やってみる

情報、経験
を生かす

板書を参考に
家で頑張りた
いことを発表

自分を知る 人とつながる


